
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】減圧弁と、減圧弁の上流に配設された逆止弁と

を備えた減圧弁組立であって、従来の減圧弁組立体に比

べて軽量の減圧弁組立体を提供する。

【解決手段】　一次側通路と、二次側通路と、一次側通

路と二次側通路との境界部の流路面積を可変調整する弁

体とを有し、一次側通路が樹脂で形成された減圧弁と、

流体の流れに関して減圧弁の上流に配設された排水弁と

、排水弁の上流に配設された逆止弁とを備える。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 次 側 通 路 と 、 二 次 側 通 路 と 、 一 次 側 通 路 と 二 次 側 通 路 と の 境 界 部 の 流 路 面 積 を 可 変 調 整
す る 弁 体 と を 有 し 、 一 次 側 通 路 が 樹 脂 で 形 成 さ れ た 減 圧 弁 と 、 流 体 の 流 れ に 関 し て 減 圧 弁
の 上 流 に 配 設 さ れ た 排 水 弁 と 、 排 水 弁 の 上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止 弁 と を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 減 圧 弁 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
減 圧 弁 は 、 シ リ ン ダ と 、 シ リ ン ダ 内 で 往 復 摺 動 す る ピ ス ト ン ヘ ッ ド と 、 ピ ス ン ヘ ッ ド の 一
方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ の 一 端 か ら シ リ ン ダ 外 へ 突 出 す る 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド と 、 シ
リ ン ダ の 前 記 一 端 に 形 成 さ れ た 筒 状 の 弁 座 と 、 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド の シ リ ン ダ 外 へ 突 出 し
た 一 端 に 固 定 さ れ て 弁 座 と 対 峙 す る 弁 体 と 、 シ リ ン ダ 周 壁 の 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド に 対 峙 す
る 部 位 の 外 面 に 形 成 さ れ た 周 溝 の 底 部 に 形 成 さ れ た 複 数 の 弁 流 入 口 と 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド か
ら 延 び て シ リ ン ダ の 他 端 か ら シ リ ン ダ 外 へ 突 出 す る 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド と 、 第 ２ ピ ス ト ン
ロ ッ ド の シ リ ン ダ 他 端 か ら 突 出 し た 一 端 に 中 心 部 が 固 定 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 ダ イ ヤ フ
ラ ム に 対 峙 し ダ イ ヤ フ ラ ム と シ リ ン ダ と ピ ス ト ン ヘ ッ ド と 協 働 し て 感 圧 室 を 形 成 す る ダ イ
ヤ フ ラ ム ケ ー ス と 、 シ リ ン ダ 周 壁 に 形 成 さ れ シ リ ン ダ の 前 記 一 端 か ら 他 端 ま で 延 在 し て 感
圧 室 に 二 次 圧 を 導 く 導 圧 穴 と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム を 感 圧 室 側 へ 押 圧 す る バ ネ と 、 バ ネ を 収 容 す
る と 共 に ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス と 協 働 し て ダ イ ヤ フ ラ ム の 周 縁 部 を 挟 持 す る バ ネ ケ ー ス と を
有 す る 減 圧 弁 カ セ ッ ト と 、 減 圧 弁 カ セ ッ ト の シ リ ン ダ が 圧 入 固 定 さ れ る 筒 部 と 、 前 記 弁 流
入 口 に 対 峙 し て 筒 部 に 形 成 さ れ た 一 次 側 開 口 と 、 弁 体 に 対 峙 し て 筒 部 に 形 成 さ れ た 二 次 側
開 口 と を 有 す る 減 圧 弁 ボ デ ィ と を 備 え 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス と シ リ ン ダ と 減 圧 弁 ボ デ ィ と
が 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 減 圧 弁 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 減 圧 弁 組 立 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 次 側 通 路 と 、 二 次 側 通 路 と 、 一 次 側 通 路 と 二 次 側 通 路 と の 境 界 部 の 流 路 面 積 を 可 変 調 整
す る 弁 体 と を 有 す る 減 圧 弁 と 、 流 体 の 流 れ に 関 し て 減 圧 弁 の 上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止 弁 と を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 減 圧 弁 組 立 が 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る 。
上 記 減 圧 弁 組 立 体 の 従 来 例 を 図 １ に 示 す 。
減 圧 弁 組 立 体 α は 、 減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ ０ と 減 圧 弁 ボ デ ィ ２ ０ ０ と を 有 す る 減 圧 弁 β と 、
流 体 の 流 れ に 関 し て 減 圧 弁 β の 上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止 弁 γ と を 備 え て い る 。
減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ ０ は 、 シ リ ン ダ １ ０ １ と 、 シ リ ン ダ １ ０ １ 内 で 往 復 摺 動 す る ピ ス ト ン
ヘ ッ ド １ ０ ２ と 、 ピ ス ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 一 方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ １ ０ １ の 一 端 か ら
シ リ ン ダ １ ０ １ 外 へ 突 出 す る 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ０ ３ と 、 シ リ ン ダ １ ０ １ の 前 記 一 端 に
形 成 さ れ 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ０ ３ が 挿 通 さ れ た 筒 状 の 弁 座 １ ０ ４ と 、 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ
ド １ ０ ３ の シ リ ン ダ １ ０ １ 外 へ 突 出 し た 一 端 に 固 定 さ れ て 弁 座 １ ０ ４ と 対 峙 す る 弁 体 １ ０
５ と 、 シ リ ン ダ １ ０ １ 周 壁 の 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ０ ３ に 対 峙 す る 部 位 の 外 面 に 形 成 さ れ
た 周 溝 １ ０ １ ａ の 底 部 に 形 成 さ れ た 多 数 の 弁 流 入 口 １ ０ ６ と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 他
方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ １ ０ １ の 他 端 か ら シ リ ン ダ １ ０ １ 外 へ 突 出 す る 第 ２ ピ ス ト ン
ロ ッ ド １ ０ ７ と 、 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ０ ７ の シ リ ン ダ １ ０ １ 他 端 か ら 突 出 し た 一 端 に 中
心 部 が 固 定 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ８ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ８ に 対 峙 し ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０
８ と シ リ ン ダ １ ０ １ と ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と 協 働 し て 感 圧 室 １ ０ ９ を 形 成 す る ダ イ ヤ フ
ラ ム ケ ー ス １ １ ０ と 、 シ リ ン ダ １ ０ １ の 周 壁 に 形 成 さ れ 、 シ リ ン ダ １ ０ １ の 前 記 一 端 か ら
他 端 ま で 延 在 し て 感 圧 室 １ ０ ９ に 減 圧 弁 β の 二 次 圧 を 導 く 多 数 の 導 圧 穴 １ １ １ と 、 ダ イ ヤ
フ ラ ム １ ０ ８ を 感 圧 室 １ ０ ９ 側 へ 押 圧 す る バ ネ １ １ ２ 、 １ １ ３ と 、 バ ネ １ １ ２ 、 １ １ ３ を
収 容 す る と 共 に ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス １ １ ０ と 協 働 し て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ８ の 周 縁 部 を 挟 持
す る バ ネ ケ ー ス １ １ ４ と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 周 溝 に 収 容 さ れ て ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ０
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２ と シ リ ン ダ １ ０ １ 内 周 面 と の 摺 接 部 を シ ー ル す る Ｏ リ ン グ １ １ ５ と 、 プ レ ス 加 工 さ れ た
金 属 板 製 の ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス １ １ ０ と 切 削 加 工 さ れ た 金 属 製 の シ リ ン ダ １ ０ １ と の か し
め 結 合 部 を シ ー ル す る Ｏ リ ン グ １ １ ６ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス １ １ ０ と プ レ ス 加 工 さ れ た
金 属 板 製 の バ ネ ケ ー ス １ １ ４ と の か し め 結 合 部 を シ ー ル す る Ｏ リ ン グ １ １ ７ と 、 シ リ ン ダ
１ ０ １ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 周 溝 に 収 容 さ れ た Ｏ リ ン グ １ １ ８ 、 １ １ ９ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
減 圧 弁 ボ デ ィ ２ ０ ０ は 鋳 物 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 減 圧 弁 ボ デ ィ ２ ０ ０ は 、 減 圧 弁 カ セ ッ
ト １ ０ ０ の シ リ ン ダ １ ０ １ が 圧 入 固 定 さ れ る 筒 部 ２ ０ １ と 、 弁 流 入 口 １ ０ ６ に 対 峙 し て 筒
部 ２ ０ １ に 形 成 さ れ た 一 次 側 開 口 ２ ０ ２ と 、 一 次 側 開 口 ２ ０ ２ に 連 通 す る 入 口 筒 部 ２ ０ ３
と 、 弁 体 １ ０ ５ に 対 峙 し て 筒 部 ２ ０ １ に 形 成 さ れ た 二 次 側 開 口 ２ ０ ４ と 、 二 次 側 開 口 ２ ０
４ に 連 通 す る 出 口 筒 部 ２ ０ ５ と を 有 し て い る 。 一 次 側 開 口 ２ ０ ２ は シ リ ン ダ １ ０ １ の 中 心
軸 線 χ に 正 対 し て い る 。 筒 部 ２ ０ １ の 弁 流 入 口 １ ０ ６ に 対 峙 す る 部 位 の 内 周 面 に 周 溝 ２ ０
１ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 一 次 側 開 口 ２ ０ ２ は 周 溝 ２ ０ １ ａ の 底 部 に 形 成 さ れ て い る 。 周 溝
２ ０ １ ａ は 周 溝 １ ０ １ ａ と 協 働 し て 、 弁 流 入 口 １ ０ ６ の 外 側 に 環 状 通 路 ２ ０ ６ を 形 成 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ ０ の シ リ ン ダ １ ０ １ が 減 圧 弁 ボ デ ィ ２ ０ ０ の 筒 部 ２ ０ １ に 圧 入 固 定 さ
れ 、 シ リ ン ダ １ ０ １ と 筒 部 ２ ０ １ と の 当 接 部 が Ｏ リ ン グ １ １ ８ 、 １ １ ９ に よ り シ ー ル さ れ
、 減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ ０ と 減 圧 弁 ボ デ ィ ２ ０ ０ と が 一 体 に 組 付 け ら れ て 、 減 圧 弁 β が 構 成
さ れ て い る 。
減 圧 弁 β の 入 口 筒 部 ２ ０ ３ は 管 部 材 ３ ０ ０ を 介 し て 逆 止 弁 γ に 接 続 さ れ て い る 。 減 圧 弁 β
と 逆 止 弁 γ と が 一 体 に 組 付 け ら れ て 減 圧 弁 組 立 体 α が 形 成 さ れ て い る 。
逆 止 弁 γ は 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 道 配 管 に 接 続 さ れ て い る 。
減 圧 弁 β の 出 口 筒 部 ２ ０ ５ は 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器 に 接 続 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
減 圧 弁 組 立 体 α に お い て は 、 図 示 し な い 水 道 配 管 か ら 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 供 給 さ
れ た 水 道 水 が 、 逆 止 弁 γ と 管 部 材 ３ ０ ０ と を 通 っ て 減 圧 弁 β の 入 口 筒 部 ２ ０ ３ に 到 達 す る
。 水 道 水 は 、 入 口 筒 部 ２ ０ ３ に 連 通 す る 一 次 側 開 口 ２ ０ ２ を 通 り 、 周 溝 ２ ０ １ ａ と 周 溝 １
０ １ ａ と に よ り 形 成 さ れ た 環 状 通 路 ２ ０ ４ へ 流 入 し 、 環 状 通 路 ２ ０ ４ か ら 弁 流 入 口 １ ０ ６
を 通 っ て シ リ ン ダ １ ０ １ 内 へ 流 入 し 、 シ リ ン ダ １ ０ １ 内 を 弁 座 １ ０ ４ へ 向 け て 流 れ 、 弁 座
１ ０ ４ と 弁 体 １ ０ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 っ て シ リ ン ダ １ ０ １ か ら 流 出 し 、 二 次 側 開 口 ２
０ ３ と 出 口 筒 部 ２ ０ ５ と 通 っ て 減 圧 弁 β か ら 流 出 す る 。 減 圧 弁 β か ら 流 出 し た 水 道 水 は 、
図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器 に 供 給 さ れ る 。
水 道 水 が 弁 座 １ ０ ４ と 弁 体 １ ０ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 る 際 に 、 圧 力 損 失 が 発 生 し 、 水 道
水 は 減 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 環 状 隙 間 よ り も 下 流 側 の 水 道 水 が 導 圧 穴 １ １ １ を 介 し て 感 圧 室 １ ０ ９ に 流 入 す る こ と
に よ り 、 前 記 環 状 隙 間 よ り も 下 流 側 の 水 道 水 圧 で あ る 減 圧 弁 β の 二 次 圧 が ダ イ ヤ フ ラ ム １
０ ８ に 印 加 さ れ る 。 前 記 環 状 隙 間 よ り も 上 流 側 の 水 道 水 圧 で あ る 減 圧 弁 β の 一 次 圧 は ピ ス
ト ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 周 溝 に 収 容 さ れ た Ｏ リ ン グ １ １ ５ が ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と シ リ ン ダ
１ ０ １ の 摺 接 部 を シ ー ル す る こ と に よ り 、 感 圧 室 １ ０ ９ に は 伝 達 さ れ ず 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １
０ ８ に は 印 加 さ れ な い 。
何 ら か の 原 因 で 減 圧 弁 β の 二 次 圧 が 上 昇 す る と バ ネ １ １ ２ 、 １ １ ３ の 付 勢 力 に 抗 し て ダ イ
ヤ フ ラ ム １ ０ ８ が 弁 座 １ ０ ４ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 弾 性 変 形 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ８ に 固 定
さ れ た 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ０ ７ が 、 ひ い て は ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ０ ２ 、 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ
ド １ ０ ３ が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ８ に 追 随 し て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ８ 側 へ 移 動 し 、 弁 体 １ ０ ５ が
弁 座 １ ０ ４ に 接 近 す る 。 こ の 結 果 、 弁 座 １ ０ ４ と 弁 体 １ ０ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 が 狭 ま り 、
前 記 環 状 隙 間 を 水 道 水 が 通 過 す る 際 の 圧 力 損 失 が 増 加 し て 減 圧 弁 β の 二 次 圧 が 下 降 す る 。
従 っ て 、 減 圧 弁 組 立 体 α に お い て は 、 減 圧 弁 β の 二 次 圧 は 所 定 値 以 下 に 維 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
水 道 配 管 に 負 圧 が 発 生 し た 時 に は 、 逆 止 弁 γ が 水 道 水 の 流 路 を 閉 鎖 す る 。 こ の 結 果 、 負 圧
発 生 時 に 、 減 圧 弁 組 立 体 α よ り も 下 流 側 の 流 路 内 に 在 る 水 が 、 減 圧 弁 組 立 体 α を 越 え て 水
道 配 管 に 逆 流 す る 事 態 の 発 生 が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 来 の 減 圧 弁 組 立 体 α に は 、 減 圧 弁 β の 主 要 部 品 が 全 て 金 属 製 な の で 重 量 が 大 き く 、 減 圧
弁 組 立 体 α が 取 り 付 け ら れ た 水 関 連 機 器 の 重 量 増 を 招 く と い う 問 題 が あ る 。
本 発 明 は 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 一 次 側 通 路 と 、 二 次 側 通 路 と 、 一 次 側 通
路 と 二 次 側 通 路 と の 境 界 部 の 流 路 面 積 を 可 変 調 整 す る 弁 体 と を 有 す る 減 圧 弁 と 、 流 体 の 流
れ に 関 し て 減 圧 弁 の 上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止 弁 と を 備 え た 減 圧 弁 組 立 で あ っ て 、 従 来 の 減 圧
弁 組 立 体 に 比 べ て 軽 量 の 減 圧 弁 組 立 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に お い て は 、 一 次 側 通 路 と 、 二 次 側 通 路 と 、 一 次 側 通
路 と 二 次 側 通 路 と の 境 界 部 の 流 路 面 積 を 可 変 調 整 す る 弁 体 と を 有 し 、 一 次 側 通 路 が 樹 脂 で
形 成 さ れ た 減 圧 弁 と 、 流 体 の 流 れ に 関 し て 減 圧 弁 の 上 流 に 配 設 さ れ た 排 水 弁 と 、 排 水 弁 の
上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止 弁 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 減 圧 弁 組 立 体 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 に お い て は 、 減 圧 弁 の 一 次 側 通 路 が 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。 従
っ て 、 本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 は 、 減 圧 弁 の 主 要 部 品 が 金 属 製 の 従 来 技 術 に 係 る 減 圧 弁
組 立 体 に 比 べ て 軽 量 で あ る 。
　 本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 が 備 え る 、 一 次 側 通 路 を 樹 脂 で 形 成 し た 減 圧 弁 は 、 従 来 の 減
圧 弁 に 比 べ て 耐 圧 性 能 が 低 い 。 本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 に お い て は 、 逆 止 弁 と 減 圧 弁 と
の 間 に 排 水 弁 を 配 設 し 、 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー 等 に よ り 減 圧 弁 の 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を 超 え て
上 昇 し た 場 合 に 、 排 水 弁 を 介 し て 減 圧 弁 組 立 体 か ら 高 圧 の 水 道 水 を 排 水 す る こ と に よ り 、
減 圧 弁 を 保 護 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 減 圧 弁 は 、 シ リ ン ダ と 、 シ リ ン ダ 内 で 往 復 摺 動 す る ピ
ス ト ン ヘ ッ ド と 、 ピ ス ン ヘ ッ ド の 一 方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ の 一 端 か ら シ リ ン ダ 外 へ
突 出 す る 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド と 、 シ リ ン ダ の 前 記 一 端 に 形 成 さ れ た 筒 状 の 弁 座 と 、 第 １ ピ
ス ト ン ロ ッ ド の シ リ ン ダ 外 へ 突 出 し た 一 端 に 固 定 さ れ て 弁 座 と 対 峙 す る 弁 体 と 、 シ リ ン ダ
周 壁 の 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド に 対 峙 す る 部 位 の 外 面 に 形 成 さ れ た 周 溝 の 底 部 に 形 成 さ れ た 複
数 の 弁 流 入 口 と 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド か ら 延 び て シ リ ン ダ の 他 端 か ら シ リ ン ダ 外 へ 突 出 す る 第
２ ピ ス ト ン ロ ッ ド と 、 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド の シ リ ン ダ 他 端 か ら 突 出 し た 一 端 に 中 心 部 が 固
定 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム に 対 峙 し ダ イ ヤ フ ラ ム と シ リ ン ダ と ピ ス ト ン ヘ ッ
ド と 協 働 し て 感 圧 室 を 形 成 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス と 、 シ リ ン ダ 周 壁 に 形 成 さ れ シ リ ン ダ
の 前 記 一 端 か ら 他 端 ま で 延 在 し て 感 圧 室 に 二 次 圧 を 導 く 導 圧 穴 と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム を 感 圧 室
側 へ 押 圧 す る バ ネ と 、 バ ネ を 収 容 す る と 共 に ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス と 協 働 し て ダ イ ヤ フ ラ ム
の 周 縁 部 を 挟 持 す る バ ネ ケ ー ス と を 有 す る 減 圧 弁 カ セ ッ ト と 、 減 圧 弁 カ セ ッ ト の シ リ ン ダ
が 圧 入 固 定 さ れ る 筒 部 と 、 前 記 弁 流 入 口 に 対 峙 し て 筒 部 に 形 成 さ れ た 一 次 側 開 口 と 、 一 次
側 開 口 に 連 通 す る 入 口 筒 部 と 、 弁 体 に 対 峙 し て 筒 部 に 形 成 さ れ た 二 次 側 開 口 と 、 二 次 側 開
口 に 連 通 す る 出 口 筒 部 と を 有 す る 減 圧 弁 ボ デ ィ と を 備 え 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス と シ リ ン ダ
と 減 圧 弁 ボ デ ィ と が 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。
減 圧 弁 の 主 要 構 成 部 品 で あ る ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス と シ リ ン ダ と 減 圧 弁 ボ デ ィ と を 樹 脂 で 形
成 す る こ と に よ り 、 減 圧 弁 が 軽 量 化 さ れ 、 ひ い て は 減 圧 弁 組 立 体 が 軽 量 化 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 に お い て は 、 減 圧 弁 の 一 次 側 通 路 が 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。 従
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っ て 、 本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 は 、 減 圧 弁 の 主 要 部 品 が 金 属 製 の 従 来 技 術 に 係 る 減 圧 弁
組 立 体 に 比 べ て 軽 量 で あ る 。
　 本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 が 備 え る 、 一 次 側 通 路 を 樹 脂 で 形 成 し た 減 圧 弁 は 、 従 来 の 減
圧 弁 に 比 べ て 耐 圧 性 能 が 低 い 。 本 発 明 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 に お い て は 、 逆 止 弁 と 減 圧 弁 と
の 間 に 排 水 弁 を 配 設 し 、 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー 等 に よ り 減 圧 弁 の 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を 超 え て
上 昇 し た 場 合 に 、 排 水 弁 を 介 し て 減 圧 弁 組 立 体 か ら 高 圧 の 水 道 水 を 排 水 す る こ と に よ り 、
減 圧 弁 を 保 護 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 減 圧 弁 組 立 体 Ａ は 、 減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ と 、 減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ と を 有
す る 減 圧 弁 Ｂ と 、 流 体 の 流 れ に 関 し て 減 圧 弁 Ｂ よ り も 上 流 に 配 設 さ れ た 排 水 弁 Ｃ と 、 流 体
の 流 れ に 関 し て 排 水 弁 Ｃ よ り も 上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止 弁 Ｄ と を 備 え て い る 。
減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ １ と 、 シ リ ン ダ １ １ 内 で 往 復 摺 動 す る ピ ス ト ン ヘ ッ ド
１ ２ と 、 ピ ス ン ヘ ッ ド １ ２ の 一 方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ １ １ の 一 端 か ら シ リ ン ダ １ １
外 へ 突 出 す る 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ３ と 、 シ リ ン ダ １ １ の 前 記 一 端 に 取 り 付 け ら れ 第 １ ピ
ス ト ン ロ ッ ド １ ３ が 挿 通 さ れ た 筒 状 の 弁 座 １ ４ と 、 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ３ の シ リ ン ダ １
１ 外 へ 突 出 し た 一 端 に 固 定 さ れ て 弁 座 １ ４ と 対 峙 す る 弁 体 １ ５ と 、 シ リ ン ダ １ １ 周 壁 の 第
１ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ３ に 対 峙 す る 部 位 の 外 面 に 形 成 さ れ た 周 溝 １ １ ａ の 底 部 に 形 成 さ れ た
一 対 の 弁 流 入 口 １ ６ と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ２ の 他 方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ １ １ の 他 端
か ら シ リ ン ダ １ １ 外 へ 突 出 す る 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ７ と 、 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ７ の シ
リ ン ダ １ １ 他 端 か ら 突 出 し た 一 端 に 中 心 部 が 固 定 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ と 、 ダ イ ヤ フ ラ
ム １ ８ に 対 峙 し ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ と シ リ ン ダ １ １ と ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ２ と 協 働 し て 感 圧 室
１ ９ を 形 成 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ２ ０ と 、 シ リ ン ダ １ １ の 周 壁 に 形 成 さ れ 、 シ リ ン ダ １
１ の 前 記 一 端 か ら 前 記 他 端 ま で 延 在 し て 感 圧 室 １ ９ に 減 圧 弁 Ｂ の 二 次 圧 を 導 く 一 対 の 導 圧
穴 ２ １ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ を 感 圧 室 １ ９ 側 へ 押 圧 す る バ ネ ２ ２ と 、 バ ネ ２ ２ を 収 容 す る
と 共 に ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ２ ０ と 協 働 し て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ の 周 縁 部 を 挟 持 す る バ ネ ケ ー
ス ２ ３ と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ２ の 周 溝 に 収 容 さ れ て ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ２ と シ リ ン ダ １ １ 内
周 面 と の 摺 接 部 を シ ー ル す る Ｏ リ ン グ ２ ４ と 、 シ リ ン ダ １ １ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 周 溝 に
収 容 さ れ た Ｏ リ ン グ ２ ５ 、 ２ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
シ リ ン ダ １ １ と ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ２ ０ と は 樹 脂 で 一 体 形 成 さ れ て い る 。
ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ２ ０ と プ レ ス 加 工 さ れ た 金 属 板 製 の バ ネ ケ ー ス ２ ３ と は 螺 子 と か し め
と に よ り 結 合 さ れ て い る 。
一 対 の 導 圧 穴 ２ １ は 、 長 円 形 断 面 を 有 し 、 シ リ ン ダ 中 心 軸 線 Ｘ を 間 に 挟 ん で 互 い に 正 対 す
る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 一 対 の 弁 流 入 口 １ ６ は 、 導 圧 穴 ２ １ 近 傍 部 を 扇 形 断 面 の 柱 状 に
残 し て 、 周 溝 １ １ ａ の 底 壁 を 形 成 す る シ リ ン ダ １ １ の 周 壁 が 所 定 周 長 に 亙 っ て 切 り 欠 か れ
て 、 形 成 さ れ て お り 、 シ リ ン ダ 中 心 軸 線 Ｘ を 間 に 挟 ん で 互 い に 正 対 し て い る 。
シ リ ン ダ １ １ 周 壁 の 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド 摺 動 領 域 に 、 シ リ ン ダ １ １ の 他 端 側 端 面 か ら 長 手 方
向 中 央 部 ま で 達 す る 環 状 溝 １ １ ｂ が 形 成 さ れ 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド 摺 動 領 域 の シ リ ン ダ １ １ の
周 壁 が 、 内 管 １ １ ｃ と 外 管 １ １ ｄ と か ら な る 二 重 管 を 形 成 し て い る 。 環 状 溝 １ １ ｂ は 導 圧
穴 ２ １ に 連 通 し て い る 。
弁 座 １ ４ は ス テ ン レ ス 鋼 製 の イ ン サ ー ト 部 品 で あ り 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ り シ リ ン ダ １ １
と 共 に 一 体 成 形 さ れ て い る 。 弁 座 １ ４ の シ リ ン ダ １ １ を 形 成 す る 樹 脂 と の 接 触 面 に ロ ー レ
ッ ト 加 工 な ど の 表 面 積 増 加 加 工 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ は 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。 減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ は 、 減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ の
シ リ ン ダ １ １ が 圧 入 固 定 さ れ る 筒 部 ３ １ と 、 弁 流 入 口 １ ６ に 対 峙 し て 筒 部 ３ １ に 形 成 さ れ
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た 一 次 側 開 口 ３ ２ と 、 一 次 側 開 口 ３ ２ に 連 通 す る 入 口 筒 部 ３ ３ と 、 弁 体 １ ５ に 対 峙 し て 筒
部 ３ １ に 形 成 さ れ た 二 次 側 開 口 ３ ４ と 、 二 次 側 開 口 ３ ４ に 連 通 す る 出 口 筒 部 ３ ５ と を 有 し
て い る 。 筒 部 ３ １ の 内 周 面 は シ リ ン ダ １ １ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 周 溝 １ １ ａ と 協 働 し て 、
弁 流 入 口 １ ６ の 外 側 に 環 状 通 路 ３ ６ を 形 成 し て い る 。
一 次 側 開 口 ３ ２ は シ リ ン ダ １ １ の 中 心 軸 線 Ｘ に 対 し て 、 径 方 向 に オ フ セ ッ ト し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
減 圧 弁 カ セ ッ ト １ ０ の シ リ ン ダ １ １ が 減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ の 筒 部 ３ １ に 圧 入 固 定 さ れ 、 シ リ
ン ダ １ １ と 筒 部 ３ １ の 当 接 部 が Ｏ リ ン グ ２ ５ 、 ２ ６ に よ り シ ー ル さ れ 、 減 圧 弁 カ セ ッ ト １
０ と 減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ と が 一 体 に 組 付 け ら れ て 、 減 圧 弁 Ｂ が 構 成 さ れ て い る 。
減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ の 入 口 筒 部 ３ ３ に 管 部 材 ４ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 管 部 材 ４ ０ に は 、 排 水
弁 Ｃ 、 逆 止 弁 Ｄ 、 負 圧 作 動 弁 Ｅ が 、 水 道 水 の 流 れ に 関 し て 下 流 側 か ら 上 流 側 へ 向 け て 順 次
取 り 付 け ら れ て い る 。 管 部 材 ４ ０ の 上 流 端 は 、 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水
道 配 管 に 接 続 さ れ て い る 。
減 圧 弁 Ｂ の 出 口 筒 部 ３ ５ は 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器 に 接 続 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
減 圧 弁 組 立 体 Ａ に お い て は 、 図 示 し な い 水 道 配 管 か ら 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 供 給 さ
れ た 水 道 水 が 、 逆 止 弁 Ｄ と 管 部 材 ４ ０ と を 通 っ て 減 圧 弁 Ｂ の 入 口 筒 部 ３ ３ に 到 達 す る 。 水
道 水 は 、 一 次 側 開 口 ３ ２ を 通 っ て 、 筒 部 ３ １ の 内 周 面 と 周 溝 １ １ ａ と に よ り 形 成 さ れ た 環
状 通 路 ３ ４ へ 流 入 し 、 環 状 通 路 ３ ４ か ら 弁 流 入 口 １ ６ を 通 っ て シ リ ン ダ １ １ 内 へ 流 入 し 、
シ リ ン ダ １ １ 内 を 弁 座 １ ４ へ 向 け て 流 れ 、 弁 座 １ ４ と 弁 体 １ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 っ て
シ リ ン ダ １ １ か ら 流 出 し 、 二 次 側 開 口 ３ ３ と 出 口 筒 部 ３ ５ と を 通 っ て 減 圧 弁 Ｂ か ら 流 出 す
る 。 減 圧 弁 Ｂ か ら 流 出 し た 水 道 水 は 、 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器
に 供 給 さ れ る 。
水 道 水 が 弁 座 １ ４ と 弁 体 １ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 る 際 に 、 圧 力 損 失 が 発 生 し 、 水 道 水 は
減 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 環 状 隙 間 よ り も 下 流 側 の 水 道 水 が 導 圧 穴 ２ １ を 介 し て 感 圧 室 １ ９ に 流 入 す る こ と に よ
り 、 前 記 環 状 隙 間 よ り も 下 流 側 の 水 道 水 圧 で あ る 減 圧 弁 Ｂ の 二 次 圧 が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ に
印 加 さ れ る 。 前 記 環 状 隙 間 よ り も 上 流 側 の 水 道 水 圧 で あ る 減 圧 弁 Ｂ の 一 次 圧 は ピ ス ト ン ヘ
ッ ド １ ２ の 周 溝 に 収 容 さ れ た Ｏ リ ン グ ２ ４ が ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ２ と シ リ ン ダ １ １ の 摺 接 部
を シ ー ル す る こ と に よ り 、 感 圧 室 １ ９ に は 伝 達 さ れ ず 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ に は 印 加 さ れ な
い 。
何 ら か の 原 因 で 二 次 圧 が 上 昇 す る と バ ネ ２ ２ の 付 勢 力 に 抗 し て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ が 弁 座 １
４ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 弾 性 変 形 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ に 固 定 さ れ た 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド １
７ が 、 ひ い て は ピ ス ト ン ヘ ッ ド １ ２ 、 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ３ が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ に 追 随
し て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ８ 側 へ 移 動 し 、 弁 体 １ ５ が 弁 座 １ ４ に 接 近 す る 。 こ の 結 果 、 弁 座 １ ４
と 弁 体 １ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 が 狭 ま り 、 前 記 環 状 隙 間 を 水 道 水 が 通 過 す る 際 の 圧 力 損 失 が
増 加 し て 二 次 圧 が 下 降 す る 。 従 っ て 、 減 圧 弁 Ｂ に お い て は 、 二 次 圧 は 所 定 値 以 下 に 維 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
水 道 配 管 に 負 圧 が 発 生 し た 時 に は 、 逆 止 弁 Ｄ が 水 道 水 の 流 路 を 閉 鎖 す る と も に 、 負 圧 作 動
弁 Ｅ が 開 弁 し て 逆 止 弁 Ｄ よ り も 上 流 側 の 流 路 に 空 気 を 吸 引 さ せ る 。 こ の 結 果 、 負 圧 発 生 時
に 、 減 圧 弁 組 立 体 Ａ よ り も 下 流 側 の 流 路 内 に 在 る 水 が 、 減 圧 弁 組 立 体 Ａ を 越 え て 水 道 配 管
に 逆 流 す る 事 態 の 発 生 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
減 圧 弁 組 立 体 Ａ に お い て は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ２ ０ と シ リ ン ダ １ １ と 減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０
と が 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 減 圧 弁 組 立 体 Ａ は 、 主 要 部 品 が 金 属 製 の 従 来 技 術 に
係 る 減 圧 弁 組 立 体 α に 比 べ て 軽 量 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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樹 脂 を 多 用 し た 減 圧 弁 Ｂ は 、 従 来 の 減 圧 弁 β に 比 べ て 耐 圧 性 能 が 低 い の で 、 ウ ォ ー タ ー ハ
ン マ ー 等 に よ り 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を 超 え て 上 昇 す る と 、 減 圧 弁 ボ デ ィ ３ ０ の 入 口 筒 部 ３ ３
と 筒 部 ３ １ 、 シ リ ン ダ １ １ 等 の 、 弁 座 １ ４ と 弁 体 １ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 よ り も 上 流 側 に あ
る 樹 脂 で 形 成 さ れ た 一 次 側 通 路 が 、 損 傷 す る お そ れ が あ る 。 減 圧 弁 組 立 体 Ａ に お い て は 、
逆 止 弁 Ｄ と 減 圧 弁 Ｂ と の 間 に 排 水 弁 Ｃ を 配 設 し 、 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー 等 に よ り 一 次 圧 が 適
正 範 囲 を 超 え て 上 昇 し た 時 に 、 排 水 弁 Ｃ を 介 し て 高 圧 の 水 道 水 を 減 圧 弁 組 立 体 Ａ 外 へ 排 水
す る こ と に よ り 、 減 圧 弁 Ｂ を 保 護 し て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ は 、 減 圧 弁 Ｇ と 、 流 体 の 流 れ に 関 し て 減 圧 弁 Ｇ よ り も
上 流 に 配 設 さ れ た 排 水 弁 Ｈ と 、 流 体 の 流 れ に 関 し て 排 水 弁 Ｈ よ り も 上 流 に 配 設 さ れ た 逆 止
弁 Ｉ と を 備 え て い る 。
減 圧 弁 Ｇ は 、 樹 脂 で 形 成 さ れ た ボ デ ィ ５ ０ を 備 え て い る 。 ボ デ ィ ５ ０ の 一 部 が シ リ ン ダ ５
１ を 形 成 し て い る 。 減 圧 弁 Ｇ は 、 シ リ ン ダ ５ １ 内 で 往 復 摺 動 す る ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ２ と 、
ピ ス ン ヘ ッ ド ５ ２ の 一 方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ ５ １ の 一 端 か ら シ リ ン ダ ５ １ 外 へ 突 出
す る 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ３ と 、 シ リ ン ダ ５ １ の 前 記 一 端 が 形 成 す る 筒 状 の 弁 座 ５ ４ と 、
第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ３ の シ リ ン ダ ５ １ 外 へ 突 出 し た 一 端 に 固 定 さ れ て 弁 座 ５ ４ と 対 峙 す
る 弁 体 ５ ５ と 、 シ リ ン ダ ５ １ 周 壁 の 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ３ に 対 峙 す る 部 位 に 形 成 さ れ た
弁 流 入 口 ５ ６ と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ２ の 他 方 の 端 面 か ら 延 び て シ リ ン ダ ５ １ の 他 端 か ら シ
リ ン ダ ５ １ 外 へ 突 出 す る 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ７ と 、 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ７ の シ リ ン ダ
５ １ 他 端 か ら 突 出 し た 一 端 に 中 心 部 が 固 定 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ と 、 ボ デ ィ ５ ０ の 一 部
に よ り 形 成 さ れ 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ に 対 峙 し ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ と シ リ ン ダ ５ １ と ピ ス ト ン
ヘ ッ ド ５ ２ と 協 働 し て 感 圧 室 ５ ９ を 形 成 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ６ ０ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５
８ を 感 圧 室 ５ ９ 側 へ 押 圧 す る バ ネ ６ １ と 、 バ ネ ６ １ を 収 容 す る と 共 に ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス
６ ０ と 協 働 し て ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ の 周 縁 部 を 挟 持 す る バ ネ ケ ー ス ６ ２ と 、 ピ ス ト ン ヘ ッ ド
５ ２ の 周 溝 に 収 容 さ れ て ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ２ と シ リ ン ダ ５ １ 内 周 面 と の 摺 接 部 を シ ー ル す
る Ｏ リ ン グ ６ ３ と を 有 し て い る 。
ボ デ ィ ５ ０ は 、 弁 流 入 口 ５ ６ に 連 通 す る 入 口 筒 部 ６ ４ と 、 弁 座 ５ ４ と 弁 体 ５ ５ と の 間 に 形
成 さ れ る 環 状 隙 間 に 連 通 す る 出 口 筒 部 ６ ５ と を 有 し て い る 。 出 口 筒 部 ６ ５ の 内 部 空 間 は 、
感 圧 室 ５ ９ に 連 通 し て い る 。
シ リ ン ダ ５ １ と ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ６ ０ と 入 口 筒 部 ６ ４ と 出 口 筒 部 ６ ５ と を 形 成 す る ボ デ
ィ ５ ０ は 、 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。
ボ デ ィ ５ ０ の 入 口 筒 部 ６ ４ に 管 部 材 ７ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 管 部 材 ７ ０ に は 、 排 水 弁 Ｈ 、
逆 止 弁 Ｉ 、 負 圧 作 動 弁 Ｊ が 、 水 道 水 の 流 れ に 関 し て 下 流 側 か ら 上 流 側 へ 向 け て 順 次 取 り 付
け ら れ て い る 。 管 部 材 ７ ０ の 上 流 端 は 、 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 道 配 管
に 接 続 さ れ て い る 。
ボ デ ィ ５ ０ の 出 口 筒 部 ６ ５ は 、 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器 に 接 続
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
減 圧 弁 組 立 体 Ｆ に お い て は 、 図 示 し な い 水 道 配 管 か ら 逆 止 弁 Ｉ を 介 し て 供 給 さ れ た 水 道 水
が 、 入 口 筒 部 ６ ４ を 通 っ て 減 圧 弁 Ｇ に 流 入 す る 。 水 道 水 は 弁 流 入 口 ５ ６ を 通 っ て シ リ ン ダ
５ １ 内 へ 流 入 し 、 シ リ ン ダ ５ １ 内 を 弁 座 ５ ４ へ 向 け て 流 れ 、 弁 座 ５ ４ と 弁 体 ５ ５ と の 間 の
環 状 隙 間 を 通 っ て シ リ ン ダ ５ １ か ら 流 出 す る 。 水 道 水 は 、 出 口 筒 部 ６ ５ を 通 っ て 減 圧 弁 Ｇ
か ら 流 出 し 、 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器 に 供 給 さ れ る 。
水 道 水 が 弁 座 ５ ４ と 弁 体 ５ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 る 際 に 、 圧 力 損 失 が 発 生 し 、 水 道 水 は
減 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
出 口 筒 部 ６ ５ 内 の 水 道 水 が 感 圧 室 ５ ９ に 流 入 す る こ と に よ り 、 前 記 環 状 隙 間 よ り も 下 流 側
の 水 道 水 圧 で あ る 減 圧 弁 Ｇ の 二 次 圧 が ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ に 印 加 さ れ る 。 前 記 環 状 隙 間 よ り
も 上 流 側 の 水 道 水 圧 で あ る 減 圧 弁 Ｇ の 一 次 圧 は ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ２ の 周 溝 に 収 容 さ れ た Ｏ
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リ ン グ ６ ３ が ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ２ と シ リ ン ダ ５ １ の 摺 接 部 を シ ー ル す る こ と に よ り 、 感 圧
室 ５ ９ に は 伝 達 さ れ ず 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ に は 印 加 さ れ な い 。
何 ら か の 原 因 で 二 次 圧 が 上 昇 す る と バ ネ ６ １ の 付 勢 力 に 抗 し て ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ が 弁 座 ５
４ か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 弾 性 変 形 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ に 固 定 さ れ た 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５
７ が 、 ひ い て は ピ ス ト ン ヘ ッ ド ５ ２ 、 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ ３ が ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ に 追 随
し て ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ８ 側 へ 移 動 し 、 弁 体 ５ ５ が 弁 座 ５ ４ に 接 近 す る 。 こ の 結 果 、 弁 座 ５ ４
と 弁 体 ５ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 が 狭 ま り 、 前 記 環 状 隙 間 を 水 道 水 が 通 過 す る 際 の 圧 力 損 失 が
増 加 し て 二 次 圧 が 下 降 す る 。 従 っ て 、 減 圧 弁 Ｇ に お い て は 、 二 次 圧 は 所 定 値 以 下 に 維 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
水 道 配 管 に 負 圧 が 発 生 し た 時 に は 、 逆 止 弁 Ｉ が 水 道 水 の 流 路 を 閉 鎖 す る と も に 、 負 圧 作 動
弁 Ｊ が 開 弁 し て 逆 止 弁 Ｉ よ り も 上 流 の 流 路 に 空 気 を 吸 引 さ せ る 。 こ の 結 果 、 負 圧 発 生 時 に
、 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ よ り も 下 流 側 の 流 路 内 に 在 る 水 が 、 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ を 越 え て 水 道 配 管 に
逆 流 す る 事 態 の 発 生 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
減 圧 弁 組 立 体 Ｆ に お い て は 、 シ リ ン ダ ５ １ と ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス ６ ０ と 入 口 筒 部 ６ ４ と 出
口 筒 部 ６ ５ と を 形 成 す る ボ デ ィ ５ ０ が 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ は
、 主 要 部 品 が 金 属 製 の 従 来 技 術 に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 α に 比 べ て 軽 量 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
樹 脂 を 多 用 し た 減 圧 弁 Ｇ は 、 従 来 の 減 圧 弁 β に 比 べ て 耐 圧 性 能 が 低 い の で 、 ウ ォ ー タ ー ハ
ン マ ー 等 に よ り 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を 超 え て 上 昇 す る と 、 ボ デ ィ ５ ０ が 形 成 す る 入 口 筒 部 ６
４ 、 シ リ ン ダ １ １ 等 の 、 弁 座 ５ ４ と 弁 体 ５ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 よ り も 上 流 側 に あ る 樹 脂 で
形 成 さ れ た 一 次 側 通 路 が 、 損 傷 す る お そ れ が あ る 。 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ に お い て は 、 逆 止 弁 Ｉ
と 減 圧 弁 Ｇ と の 間 に 排 水 弁 Ｈ を 配 設 し 、 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー 等 に よ り 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を
超 え て 上 昇 し た 時 に 、 排 水 弁 Ｈ を 介 し て 高 圧 の 水 道 水 を 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ 外 へ 排 水 す る こ と
に よ り 、 減 圧 弁 Ｇ を 保 護 し て い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 は 、 種 々 の 水 関 連 機 器 の 減 圧 弁 組 立 体 に 広 く 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の 減 圧 弁 組 立 体 の 構 造 図 で あ る 。 （ ａ ） は 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 減 圧 弁 カ
セ ッ ト の 側 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は （ ｂ ） の ｃ － ｃ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 の 構 造 図 で あ る 。 （ ａ ） は 断 面 図 で あ り 、
（ ｂ ） は （ ａ ） の ｂ － ｂ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 減 圧 弁 組 立 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
α 、 Ａ 、 Ｆ 　 減 圧 弁 組 立 体
　 β 、 Ｂ 、 Ｇ 　 減 圧 弁
Ｃ 、 Ｈ 　 排 水 弁
γ 、 Ｄ 、 Ｉ 　 逆 止 弁
Ｅ 、 Ｊ 　 負 圧 作 動 弁
１ ０ 、 １ ０ ０ 　 減 圧 弁 カ セ ッ ト
１ １ 、 ５ １ 、 １ ０ １ 　 シ リ ン ダ
１ ２ 、 ５ ２ 、 １ ０ ２ 　 ピ ス ト ン ヘ ッ ド
１ ３ 、 ５ ３ 、 １ ０ ３ 　 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド
１ ４ 、 ５ ４ 、 １ ０ ４ 　 弁 座
１ ５ 、 ５ ５ 、 １ ０ ５ 　 弁 体
１ ６ 、 ５ ６ 、 １ ０ ６ 　 弁 流 入 口
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１ ７ 、 ５ ７ 、 １ ０ ７ 　 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド
１ ８ 、 ５ ８ 、 １ ０ ８ 　 ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ９ 、 ５ ９ 、 １ ０ ９ 　 感 圧 室
２ ０ 、 ６ ０ 、 １ １ ０ 　 ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス
３ ０ 、 ２ ０ ０ 　 減 圧 弁 ボ デ ィ
３ １ 、 ２ ０ １ 　 筒 体
３ ２ 、 ２ ０ ２ 　 一 次 側 開 口
３ ３ 、 ２ ０ ３ 　 二 次 側 開 口
３ ４ 、 ２ ０ ４ 　 環 状 通 路
５ ０ 　 ボ デ ィ
３ ３ 、 ６ ４ 、 ２ ０ ３ 　 入 口 筒 部
３ ５ 、 ６ ５ 、 ２ ０ ５ 　 出 口 筒 部
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【 図 ３ 】
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